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(54)【発明の名称】通信方法、ノード、及びユーザ装置

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
移動通信システムにおいてユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無
線通信を行うための通信方法であって、
前記マスタノードが、前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は
制御を前記ユーザ装置に対して行う制御権限を、前記複数のセカンダリノードの少なくと
も１つに委譲する処理を行うステップと、
前記制御権限を委譲されたセカンダリノードが、前記ユーザ装置に対して、前記協調動作
に関する設定及び／又は制御を行うステップと、を有する
通信方法。
【請求項２】
前記委譲する処理を行うステップは、前記協調動作を要求するための第１メッセージを前
記マスタノードから前記複数のセカンダリノードの少なくとも１つに送信するステップを
含む
請求項１に記載の通信方法。
【請求項３】
前記第１メッセージは、前記ユーザ装置を識別するためのユーザ装置識別子、前記協調動
作の相手であるセカンダリノードを識別するためのノード識別子、前記協調動作の相手で
あるセカンダリノードのセルを識別するためのセル識別子、前記協調動作のタイプを示す
タイプ識別子、及び前記ユーザ装置のユーザ装置コンテキストのうち、少なくとも１つを
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含む
請求項２に記載の通信方法。
【請求項４】
前記第１メッセージを受信した第１セカンダリノードが、前記協調動作を開始するための
第２メッセージを第２セカンダリノードに送信するステップを含む
請求項２に記載の通信方法。
【請求項５】
前記複数のセカンダリノードは、前記制御権限を委譲された第１セカンダリノードと、第
２セカンダリノードとを含み、
前記協調動作は、前記第１セカンダリノードのセルから前記第２セカンダリノードのセル
に対して前記ユーザ装置のサービングセルを切り替えるセル切り替え動作を含む
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の通信方法。
【請求項６】
前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行うステップは、前記第１セカンダリノード
が、レイヤ１及び／又はレイヤ２のシグナリングを用いて、前記セル切り替え動作の設定
及び／又は制御を前記ユーザ装置に対して行うステップを含む
請求項５に記載の通信方法。
【請求項７】
前記複数のセカンダリノードは、前記制御権限を委譲された第１セカンダリノードと、第
２セカンダリノードとを含み、
前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行うステップは、前記ユーザ装置と前記第２
セカンダリノードとの間の通信の設定及び／又は制御を、前記マスタノードに代わって前
記第１セカンダリノードが前記ユーザ装置に対して行うステップを含む
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の通信方法。
【請求項８】
ユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信を行う移動通信シス
テムにおいて前記マスタノードとして動作するノードであって、
前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置
に対して行う制御権限を、前記複数のセカンダリノードの少なくとも１つに委譲する処理
を行う制御部を備える
ノード。
【請求項９】
ユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信を行う移動通信シス
テムにおいてセカンダリノードとして動作するノードであって、
前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置
に対して行う制御権限を前記マスタノードから委譲された場合、前記ユーザ装置に対し
て、前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行う制御部を備える
ノード。
【請求項１０】
マスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信を行うユーザ装置であって、
前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置
に対して行う制御権限を前記マスタノードから委譲されたセカンダリノードから、前記協
調動作に関する設定及び／又は制御のための信号を受信する無線通信部を備える
ユーザ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本開示は、移動通信システムで用いる通信方法、ノード、及びユーザ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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移動通信システムの標準化プロジェクトである第３世代パートナーシッププロジェクト
（３ＧＰＰ（登録商標。以下同じ））では、デュアルコネクティビティ（ＤＣ）の技術仕
様が規定されている。ＤＣでは、ユーザ装置（ＵＥ）は、マスタノード（ＭＮ）のマスタ
セルグループ（ＭＣＧ）及びセカンダリノード（ＳＮ）のセカンダリセルグループ（ＳＣ
Ｇ）との無線通信を行う。ＤＣにおいては、ＵＥと通信するノードの役割をＭＮ及びＳＮ
に分けている。ＳＮで独立に決められる設定を除き、ＭＮは、ＵＥに対する設定及び制御
を行う主導権（「制御権限」とも称する）を有する。
【０００３】
ＭＣＧ及びＳＣＧのそれぞれにおいて、複数のサービングセルに対応する複数のコンポー
ネントキャリア（ＣＣ）が集約され、ＵＥは、複数のＣＣ（すなわち、複数のセル）で同
時に受信又は送信を行うことができる。当該複数のＣＣは、周波数方向に連続していても
よいし、非連続であってもよい。ＭＣＧ及びＳＣＧのそれぞれの１つのサービングセルは
プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）と称され、ＰＣｅｌｌと共に１つ又は複数のセカンダリセ
ル（ＳＣｅｌｌ）をＵＥに設定することにより、サービングセルのセットが形成される。
なお、ＰＣｅｌｌはＳｐＣｅｌｌとも称される。また、ＳＣＧのＰＣｅｌｌ（ＳｐＣｅｌ
ｌ）はプライマリ・セカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ）とも称される。
【０００４】
現在の３ＧＰＰ技術仕様では、ＤＣにおいてＵＥが利用するＳＮは１つのみである。一
方、非特許文献１には、複数のＳＮ（すなわち、複数のＳＣＧ）をＵＥが同時に利用する
マルチコネクティビティが記載されている。しかしながら、このようなマルチコネクティ
ビティは、ＭＮが複数のＳＮに関する設定及び／又は制御を行うため、ＭＮの負荷が増大
する懸念がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【文献】３ＧＰＰ寄書　ＲＷＳ－２１０１４３　「Ｍｕｌｔｉ　Ｒａｄｉｏ　Ｍｕｌｔｉ
　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｒｅｌ－１８」
【発明の概要】
【０００６】
第１の態様に係る通信方法は、移動通信システムにおいてユーザ装置がマスタノード及び
複数のセカンダリノードとの無線通信を行うための通信方法であって、前記マスタノード
が、前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ
装置に対して行う制御権限を、前記複数のセカンダリノードの少なくとも１つに委譲する
処理を行うステップと、前記制御権限を委譲されたセカンダリノードが、前記ユーザ装置
に対して、前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行うステップと、を有する。
【０００７】
第２の態様に係るノードは、ユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの
無線通信を行う移動通信システムにおいて前記マスタノードとして動作するノードであっ
て、前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ
装置に対して行う制御権限を、前記複数のセカンダリノードの少なくとも１つに委譲する
処理を行う制御部を備える。
【０００８】
第３の態様に係るノードは、ユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの
無線通信を行う移動通信システムにおいてセカンダリノードとして動作するノードであっ
て、前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ
装置に対して行う制御権限を前記マスタノードから委譲された場合、前記ユーザ装置に対
して、前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行う制御部を備える。
【０００９】
第４の態様に係るユーザ装置は、マスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信
を行うユーザ装置であって、前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び
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／又は制御を前記ユーザ装置に対して行う制御権限を前記マスタノードから委譲されたセ
カンダリノードから、前記協調動作に関する設定及び／又は制御のための信号を受信する
無線通信部を備える。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る移動通信システムの構成例を示す図である。
【図２】データを取り扱うＵプレーンの無線インターフェイスのプロトコルスタックの構
成例を示す図である。
【図３】シグナリング（制御信号）を取り扱うＣプレーンの無線インターフェイスのプロ
トコルスタックの構成例を示す図である。
【図４】実施形態に係るテラヘルツ（ＴＨｚ）波セルを説明するための図である。
【図５】実施形態に係るデュアルコネクティビティ（ＤＣ）を説明するための図である。
【図６】実施形態に係るＬＴＭのプロシージャ例を示す図である。
【図７】実施形態に係るノード（基地局）の構成例を示す図である。
【図８】実施形態に係るＵＥ（ユーザ装置）の構成例を示す図である。
【図９】第１実施形態に係る移動通信システムの動作シナリオを説明するための図であ
る。
【図１０】第１実施形態に係る移動通信システムの動作の概要を示す図である。
【図１１】第１実施形態に係る移動通信システムの動作の一例を示す図である。
【図１２】第１実施形態に係る移動通信システムの動作の変更例を示す図である。
【図１３】第２実施形態に係る移動通信システムの動作シナリオを説明するための図であ
る。
【図１４】第２実施形態に係る移動通信システムの動作の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
以下において、図面を参照しながら、実施形態に係る移動通信システムについて説明す
る。図面の記載において、同一又は類似の部分には同一又は類似の符号を付している。
【００１２】
（１）第１実施形態
図１乃至図１１を参照して第１実施形態について説明する。
【００１３】
（１．１）システム構成例
図１は、第１実施形態に係る移動通信システムの構成例を示す図である。第１実施形態に
係る移動通信システムは、３ＧＰＰ規格に準拠するシステムである。例えば、第１実施形
態に係る移動通信システムは、第５世代（５Ｇ）システム又は第６世代（６Ｇ）システム
であってもよい。
【００１４】
移動通信システムは、ネットワーク（ＮＷ）１と、ユーザ装置（ＵＥ）１００とを有す
る。ＵＥ１００は、移動可能な通信装置であって、ＮＷ１との無線通信を行う。ＵＥ１０
０は、ユーザにより利用される装置であればよく、例えば、携帯電話端末（スマートフォ
ンを含む）やタブレット端末、ノートＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、通
信モジュール（通信カード又はチップセットを含む）、センサ若しくはセンサに設けられ
る装置、車両若しくは車両に設けられる装置（Ｖｅｈｉｃｌｅ　ＵＥ）、飛行体若しくは
飛行体に設けられる装置（Ａｅｒｉａｌ　ＵＥ）であってもよい。
【００１５】
ＮＷ１は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０と、コアネットワーク（ＣＮ）２０
とを含む。移動通信システムが第５世代システム（５ＧＳ：５ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）である場合、ＲＡＮ１０はＮＧ－ＲＡＮ（Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と称され、ＣＮ２０は５ＧＣ（５
Ｇ　Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と称される。
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【００１６】
ＲＡＮ１０は、複数のノード２００（図示の例では、ノード２００ａ乃至２００ｃ）を含
む。ノード２００は、ノード間インターフェイスを介して相互に接続される。ノード２０
０は、基地局とも称される。ノード２００は、ＣＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｕｎｉｔ）とＤＵ
（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｕｎｉｔ）とで構成され（すなわち、機能分割され）、両ユ
ニット間がフロントホールインターフェイスで接続されていてもよい。移動通信システム
が５ＧＳである場合、ノード２００はｇＮＢと称され、ノード間インターフェイスはＸｎ
インターフェイスと称され、フロントホールインターフェイスはＦ１インターフェイスと
称される。
【００１７】
各ノード２００は、１又は複数のセルを管理する。ノード２００は、自セルとの接続を確
立したＵＥ１００との無線通信を行う。各ノード２００は、無線リソース管理（ＲＲＭ）
機能、ユーザデータ（単に「データ」とも称する）のルーティング機能、モビリティ制
御・スケジューリングのための測定制御機能等を有する。なお、「セル」は、無線通信エ
リアの最小単位を示す用語として用いられる。「セル」は、ＵＥ１００との無線通信を行
う機能又はリソースを示す用語としても用いられる。１つのセルは１つのキャリア周波数
（単に「周波数」とも称する）に属する。
【００１８】
ＣＮ２０は、ＣＮ装置３００を含む。ＣＮ装置３００は、制御プレーン（Ｃプレーン）に
対応するＣプレーン装置と、ユーザプレーン（Ｕプレーン）に対応するＵプレーン装置
と、を含んでもよい。Ｃプレーン装置は、ＵＥ１００に対する各種モビリティ制御及び
ページング等を行う。Ｃプレーン装置は、ＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕ
ｍ）シグナリングを用いてＵＥ１００と通信する。Ｕプレーン装置は、データの転送制御
を行う。移動通信システムが５ＧＳである場合、Ｃプレーン装置はＡＭＦ（Ａｃｃｅｓｓ
　ａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と称され、Ｕ
プレーン装置はＵＰＦ（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と称され、ノード２
００とＣＮ装置３００との間のインターフェイスはＮＧインターフェイスと称される。
【００１９】
図２は、データを取り扱うＵプレーンの無線インターフェイスのプロトコルスタックの構
成例を示す図である。
【００２０】
Ｕプレーンの無線インターフェイスプロトコルは、例えば、物理（ＰＨＹ）レイヤと、Ｍ
ＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　
Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅ
ｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤと、ＳＤＡＰ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ａ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤとを有する。
【００２１】
ＰＨＹレイヤは、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及び
リソースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００のＰＨＹレイヤとノード２００の
ＰＨＹレイヤとの間では、物理チャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。な
お、ＵＥ１００のＰＨＹレイヤは、ノード２００から物理下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）上で送信される下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信する。具体的には、ＵＥ１
００は、無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を用いてＰＤＣＣＨのブラインド復号
を行い、復号に成功したＤＣＩを自ＵＥ宛てのＤＣＩとして取得する。ノード２００から
送信されるＤＣＩには、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付
加されている。
【００２２】
ＭＡＣレイヤは、データの優先制御及びハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送処理
等を行う。ＵＥ１００のＭＡＣレイヤとノード２００のＭＡＣレイヤとの間では、トラン
スポートチャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。ノード２００のＭＡＣレイ
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ヤはスケジューラを含む。スケジューラは、上下リンクのトランスポートフォーマット
（トランスポートブロックサイズ、変調・符号化方式（ＭＣＳ））及びＵＥ１００への割
当リソースを決定する。
【００２３】
ＲＬＣレイヤは、ＭＡＣレイヤ及びＰＨＹレイヤの機能を利用してデータを受信側のＲＬ
Ｃレイヤに伝送する。ＵＥ１００のＲＬＣレイヤとノード２００のＲＬＣレイヤとの間で
は、論理チャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。
【００２４】
ＰＤＣＰレイヤは、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化等を行う。
【００２５】
ＳＤＡＰレイヤは、ＣＮ２０がＱｏＳ制御を行う単位であるＩＰフローとＡＳ（Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）がＱｏＳ制御を行う単位である無線ベアラとのマッピングを行
う。なお、ＲＡＮがＥＰＣに接続される場合は、ＳＤＡＰが無くてもよい。
【００２６】
図３は、シグナリング（制御信号）を取り扱うＣプレーンの無線インターフェイスのプロ
トコルスタックの構成例を示す図である。
【００２７】
Ｃプレーンの無線インターフェイスのプロトコルスタックは、例えば、図２に示したＳＤ
ＡＰレイヤに代えて、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ
及びＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）レイヤを有する。
【００２８】
ＵＥ１００のＲＲＣレイヤとノード２００のＲＲＣレイヤとの間では、各種設定のための
ＲＲＣシグナリングが伝送される。ＲＲＣレイヤは、無線ベアラの確立、再確立及び解放
に応じて、論理チャネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ
１００のＲＲＣとノード２００のＲＲＣとの間にコネクション（ＲＲＣ接続）がある場
合、ＵＥ１００はＲＲＣコネクティッド状態である。ＵＥ１００のＲＲＣとノード２００
のＲＲＣとの間にコネクション（ＲＲＣ接続）がない場合、ＵＥ１００はＲＲＣアイドル
状態である。ＵＥ１００のＲＲＣとノード２００のＲＲＣとの間のコネクションがサスペ
ンドされている場合、ＵＥ１００はＲＲＣインアクティブ状態である。
【００２９】
ＲＲＣレイヤの上位に位置するＮＡＳレイヤ（単に「ＮＡＳ」とも称する）は、セッショ
ン管理及びモビリティ管理等を行う。ＵＥ１００のＮＡＳレイヤとＣＮ装置３００のＮＡ
Ｓレイヤとの間では、ＮＡＳシグナリングが伝送される。なお、ＵＥ１００は、無線イン
ターフェイスのプロトコル以外にアプリケーションレイヤ等を有する。また、ＮＡＳレイ
ヤよりも下位のレイヤをＡＳレイヤと称する（単に「ＡＳ」とも称する）。
【００３０】
（１．２）テラヘルツ波セルを用いるＤＣ
図４は、第１実施形態に係るテラヘルツ（ＴＨｚ）波セルを説明するための図である。
【００３１】
第１実施形態に係る移動通信システムは、６Ｇシステムであってもよい。６Ｇでは、テラ
ヘルツ（ＴＨｚ）波を活用することが想定されている。ＴＨｚ波で運用されるセルをＴＨ
ｚ波セルと称する。ＴＨｚ波は、ミリ波（ｍｍＷ）と比較して、更に直進性が強く、自由
空間損失が高く、大気・降雨の影響を受け易い。そのため、ＴＨｚ波セルは、超小型のセ
ルであり得る。
【００３２】
図示の例では、ＴＨｚ波セルのカバレッジエリアの直径が１０［ｍ］程度であり、ｍｍＷ
で運用されるｍｍＷセルのカバレッジエリアの直径が１００［ｍ］程度であり、マクロセ
ルのカバレッジエリアの直径が１０００［ｍ］程度である。このような想定下で、例えば
６０［ｋｍ／ｓ］で移動するＵＥ１００は、各ＴＨｚ波セルのカバレッジエリアを約５９
９［ｍｓ］で通過する。
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【００３３】
小型のセルを移動通信システムで安定的に制御する方法の１つとして、デュアルコネク
ティビティ（ＤＣ）がある。
【００３４】
図５は、第１実施形態に係るデュアルコネクティビティ（ＤＣ）を説明するための図であ
る。第１実施形態では、ＴＨｚ波セルをセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）のセルとして
用いることを想定する。さらに、ＴＨｚ波セルを、マスタセルグループ（ＭＣＧ）のセカ
ンダリセル（ＳＣｅｌｌ）として用いてもよい。但し、ＴＨｚ波セルに代えて、ｍｍＷセ
ルを用いてもよい。
【００３５】
ＲＲＣコネクティッド状態のＵＥ１００は、ＤＣが設定され得る。ＤＣにおいて、ＵＥ１
００は、マスタノード（ＭＮ）２００Ｍが管理するマスタセルグループ（ＭＣＧ）及びセ
カンダリノード（ＳＮ）が管理するセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）との無線通信を行
う。ＭＮ２００Ｍ及びＳＮ２００Ｓは、ノード間インターフェイスを介して互いに接続さ
れる。なお、ＭＮ２００Ｍ及びＳＮ２００Ｓを区別しないときは単にノード２００と称す
る。ＭＮ２００Ｍは、５Ｇ／ＮＲのノードである場合はマスタｇＮＢ（ＭｇＮＢ）とも称
される。ＳＮ２００Ｍは、５Ｇ／ＮＲのノードである場合はセカンダリｇＮＢ（ＳｇＮ
Ｂ）とも称される。ＳＮ２００Ｓで独立に決められる設定を除き、ＭＮ２００Ｍは、ＵＥ
１００に対する設定及び制御を行う主導権（制御権限）を有する。
【００３６】
例えば、ＭＮ２００ＭがＳＮ２００Ｓへ所定のメッセージ（例えば、ＳＮ　Ａｄｄｉｔｉ
ｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ）を送信し、ＭＮ２００ＭがＵＥ１００へＲＲＣ　Ｒｅ
ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを送信することで、ＳＣＧがＵＥ１００に設定さ
れ、ＤＣが開始される。ＤＣにおいて、ＲＲＣコネクティッド状態のＵＥ１００は、ＭＮ
２００Ｍ及びＳＮ２００Ｓのそれぞれのスケジューラから無線リソースが割り当てられ、
ＭＮ２００Ｍの無線リソース及びＳＮ２００Ｓの無線リソースを用いて無線通信を行う。
【００３７】
ＭＮ２００Ｍは、ＣＮ２０との制御プレーン接続を有していてもよい。ＭＮ２００Ｍは、
ＵＥ１００の主たる無線リソースを提供する。ＭＮ２００Ｍは、ＭＮ２００Ｍと対応付け
られたサービングセルのグループであるＭＣＧを管理する。ＭＣＧは、プライマリセル
（ＰＣｅｌｌ）を有し、オプションで１つ以上のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を有す
る。一方、ＳＮ２００Ｓは、ＣＮ２０との制御プレーン接続を有していなくてもよい。Ｓ
Ｎ２００Ｓは、追加的な無線リソースをＵＥ１００に提供する。ＳＮ２００Ｓは、ＳＮ２
００Ｓと対応付けられたサービングセルのグループであるＳＣＧを管理する。ＳＣＧは、
プライマリ・セカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ）を有し、オプションで１つ以上のＳＣｅｌ
ｌを有する。なお、ＭＣＧのＰＣｅｌｌ及びＳＣＧのＰＳＣｅｌｌは、スペシャルセル
（ＳｐＣｅｌｌ）と称されることがある。
【００３８】
現在の３ＧＰＰ技術仕様では、ＤＣにおいてＵＥ１００が利用するＳＮ２００Ｓは１つの
みである。すなわち、ＵＥ１００は、複数のＳＮ２００Ｓを同時に利用できない。一方、
第１実施形態では、複数のＳＮ２００Ｓ（すなわち、複数のＳＣＧ）をＵＥ１００が同時
に利用するマルチコネクティビティを想定する。
【００３９】
（１．３）ＬＴＭの概要
第１実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＭ（Ｌ１／Ｌ２－ｔｒｉｇｇｅｒｅｄ　ｍ
ｏｂｉｌｉｔｙ）をサポートする。
【００４０】
ＬＴＭは、下位レイヤであるレイヤ１（Ｌ１）及び／又はレイヤ２（Ｌ２）のシグナリン
グでセル切り替えをトリガすることで、一般的なハンドオーバのプロシージャに比べてモ
ビリティの遅延を短縮するための技術である。ＬＴＭでは、第１に、ノード２００は、切
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り替え先のセルの候補に関するＬＴＭ候補セル設定を準備し、ＬＴＭ候補セル設定をＲＲ
ＣシグナリングでＵＥ１００に提供する。第２に、ノード２００は、ＵＥ１００からレイ
ヤ１（Ｌ１）測定レポートを受信し、Ｌ１測定レポートに基づいて、ＬＴＭ候補セル設定
を示すセル切り替えコマンドをＭＡＣ　ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）によっ
てＵＥ１００に送信する。セル切り替えトリガは、ビーム指示子と共に少なくとも候補設
定インデックスを含むＭＡＣ　ＣＥで伝達される。第３に、ＵＥ１００は、セル切り替え
コマンドに応じてサービングセルを変更する。このように、ノード２００によって、ＬＴ
Ｍ候補セル設定をターゲット設定として選択することによって、セル切り替えがトリガさ
れる。ＬＴＭ候補セル設定は、ＲＲＣシグナリングを介してノード２００によって追加、
変更、及び解放できる。
【００４１】
ＬＴＭには、次の原則が適用される。
【００４２】
・各ＬＴＭ候補セル設定は、完全な候補セル設定を形成するために使用される基準設定に
対する差分設定（デルタ設定）として提供できる。
【００４３】
・完全な候補セル設定が適用されると、セル切り替え時に現在のＵＥ設定が置き換えられ
る。再設定プロシージャでは置き換えが行われるが、必ずしもＭＡＣ、ＲＬＣ、又はＰＤ
ＣＰ層がリセットされるわけではない。
【００４４】
・ユーザプレーンは、データリカバリの追加の遅延を回避することを目的として、ＲＲＣ
シグナリングで設定されている場合はリセットなしで継続される。
【００４５】
・ＬＴＭでは、セキュリティが更新されない。
【００４６】
・後続のＬＴＭ候補セル設定間でのＬＴＭは、ＲＲＣ再設定なしで実行できる。つまり、
ＵＥ１００は、ＬＴＭがトリガされた後に他のＬＴＭ候補セル設定を解放しない。
【００４７】
第１実施形態では、ＬＴＭを用いて、ＳＮ２００Ｓ間でＵＥ１００のＰＳＣｅｌｌ変更を
行うシナリオを想定する。このようなシナリオの詳細については後述する。
【００４８】
図６は、第１実施形態に係るＬＴＭのプロシージャ例を示す図である。図示の例では、Ｕ
Ｅ１００がノード２００の第１セルからノード２００の第２セルへのセル切り替えを行う
ものとする。ここで、第１セル及び第２セルは、互いに異なるＴＲＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓ
ｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　Ｐｏｉｎｔ）により構成されていてもよい。
【００４９】
ステップＳ１１において、ＵＥ１００は、ノード２００のセルにおいてＲＲＣコネク
ティッド状態である。
【００５０】
ステップＳ１２において、ＵＥ１００は、ＲＲＣメッセージである測定報告（Ｍｅａｓｕ
ｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージをノード２００に送信する。
【００５１】
ステップＳ１３において、ノード２００は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッ
セージに基づいて、ＬＴＭを使用することを決定し、候補セルの準備を開始する。
【００５２】
ステップＳ１４において、ノード２００は、１つ又は複数の候補セルのＬＴＭ候補セル設
定（ＬＴＭ　Ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を含むＲＲＣ　Ｒｅｃ
ｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージをＵＥ１００に送信する。
【００５３】
ステップＳ１５において、ＵＥ１００は、ＬＴＭ候補セル設定を保存し、ＲＲＣ　Ｒｅｃ
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ｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージをノード２００に送信する。
【００５４】
ステップＳ１６において、ＵＥ１００は、セル切り替えコマンドを受信する前に、候補セ
ルとの下りリンク（ＤＬ）同期及びタイミングアドバンス（ＴＡ）取得を行ってもよい。
【００５５】
ステップＳ１７において、ＵＥ１００は、設定された候補セルでレイヤ１（Ｌ１）測定を
行い、下位レイヤの測定レポート（Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）を
ノード２００に送信する。Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔは、ＰＨＹレイ
ヤであるＬ１で送受信されてもよい。Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔは、
ＭＡＣレイヤ、ＲＬＣレイヤ、及びＰＤＣＰレイヤを含むレイヤ２（Ｌ２）で送受信され
てもよい。なお、ステップＳ１６及びステップＳ１７の順序は、逆であってもよい。
【００５６】
ステップＳ１８において、ノード２００は、ターゲットセル（第２セル）へのセル切り替
えを行うことを決定する。
【００５７】
ステップＳ１９において、ノード２００は、ターゲットセルの候補設定インデックスを含
むＣｅｌｌ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｃｏｍｍａｎｄ　（ＭＡＣ　ＣＥ）をＵＥ１００に送信す
る。
【００５８】
ステップＳ２０において、ＵＥ１００は、ターゲットセルの設定に切り替える。具体的に
は、ＵＥ１００は、ソースセル（第１セル）からデタッチし、ターゲットセルの設定を適
用する。
【００５９】
ステップＳ２１において、セル切り替えにランダムアクセスプロシージャの実行が含まれ
る必要がある場合、ＵＥ１００は、ターゲットセルに対してランダムアクセスプロシー
ジャを実行する。なお、ＵＥ１００は、セル切り替え時にターゲットセルのＴＡを取得す
る必要がない場合、ランダムアクセスプロシージャをスキップしてもよい。
【００６０】
ステップＳ２２において、ＵＥ１００は、ターゲットセルへのセル切り替えが正常に完了
したことを示す。その後、ＵＥ１００は、ステップＳ１４で提供された設定に基づいて、
後続のＬＴＭセル切り替えのためにステップＳ１６乃至Ｓ２２を複数回実行してもよい。
【００６１】
（１．４）ノードの構成例
図７は、第１実施形態に係るノード２００（基地局）の構成例を示す図である。ノード２
００は、ＭＮ２００Ｍ又はＳＮ２００Ｓであってもよい。
【００６２】
ノード２００は、送信部２１０、受信部２２０、制御部２３０、及びＮＷ通信部２４０を
有する。送信部２１０及び受信部２２０は、ＵＥ１００との無線通信を行う無線通信部２
５０を構成する。
【００６３】
送信部２１０は、制御部２３０の制御下で各種の送信を行う。送信部２１０は、アンテナ
及び送信機を含む。送信機は、制御部２３０が出力するベースバンド信号（送信信号）を
無線信号に変換してアンテナから送信する。受信部２２０は、制御部２３０の制御下で各
種の受信を行う。受信部２２０は、アンテナ及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受
信する無線信号をベースバンド信号（受信信号）に変換して制御部２３０に出力する。
【００６４】
制御部２３０は、ノード２００における各種の制御及び処理を行う。上述及び後述のノー
ド２００の動作は、制御部２３０の制御による動作であってもよい。制御部２３０は、少
なくとも１つのプロセッサ及び少なくとも１つのメモリを含む。メモリは、プロセッサに
より実行されるプログラム、及びプロセッサによる処理に用いられる情報を記憶する。プ
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ロセッサは、ベースバンドプロセッサと、ＣＰＵとを含んでもよい。ベースバンドプロ
セッサは、ベースバンド信号の変調・復調及び符号化・復号等を行う。ＣＰＵは、メモリ
に記憶されるプログラムを実行して各種の処理を行う。
【００６５】
ＮＷ通信部２４０は、ノード間インターフェイスを介して隣接ノードと接続される。ＮＷ
通信部２４０は、ノード－ＣＮ間のインターフェイスを介してＣＮ装置３００と接続され
る。
【００６６】
このように構成されたノード２００は、ＵＥ１００がＭＮ２００Ｍ及び複数のＳＮ２００
Ｓとの無線通信（すなわち、マルチコネクティビティ）を行う場合において、ＭＮ２００
Ｍとして動作してもよい。第１実施形態では、ＭＮ２００Ｍとして動作するノード２００
の制御部２３０は、当該複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作に関する設定及び／又は制御を
ＵＥ１００に対して行う制御権限を、当該複数のＳＮ２００Ｓの少なくとも１つに委譲す
るよう制御する。
【００６７】
或いは、ノード２００は、ＵＥ１００がＭＮ２００Ｍ及び複数のＳＮ２００Ｓとの無線通
信（すなわち、マルチコネクティビティ）を行う場合において、ＳＮ２００Ｓとして動作
してもよい。第１実施形態では、ＳＮ２００Ｓとして動作するノード２００の制御部２３
０は、当該複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作に関する設定及び／又は制御をＵＥ１００に
対して行う制御権限をＭＮ２００Ｍから委譲された場合、ＵＥ１００に対して、協調動作
に関する設定及び／又は制御を行う。
【００６８】
（１．５）ユーザ装置の設定例
図８は、第１実施形態に係るＵＥ１００（ユーザ装置）の構成例を示す図である。
【００６９】
ＵＥ１００は、受信部１１０、送信部１２０、及び制御部１３０を有する。受信部１１０
及び送信部１２０は、ノード２００との無線通信を行う無線通信部１４０を構成する。
【００７０】
受信部１１０は、制御部１３０の制御下で各種の受信を行う。受信部１１０は、アンテナ
及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受信する無線信号をベースバンド信号（受信信
号）に変換して制御部１３０に出力する。送信部１２０は、制御部１３０の制御下で各種
の送信を行う。送信部１２０は、アンテナ及び送信機を含む。送信機は、制御部１３０が
出力するベースバンド信号（送信信号）を無線信号に変換してアンテナから送信する。
【００７１】
制御部１３０は、ＵＥ１００における各種の制御及び処理を行う。上述及び後述のＵＥ１
００の動作は、制御部２３０の制御による動作であってもよい。制御部１３０は、少なく
とも１つのプロセッサ及び少なくとも１つのメモリを含む。メモリは、プロセッサにより
実行されるプログラム、及びプロセッサによる処理に用いられる情報を記憶する。プロ
セッサは、ベースバンドプロセッサと、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　Ｕｎｉｔ）とを含んでもよい。ベースバンドプロセッサは、ベースバンド信号の変調・
復調及び符号化・復号等を行う。ＣＰＵは、メモリに記憶されるプログラムを実行して各
種の処理を行う。
【００７２】
このように構成されたＵＥ１００は、ＭＮ２００Ｍ及び複数のＳＮ２００Ｓとの無線通信
（すなわち、マルチコネクティビティ）を行ってもよい。ＵＥ１００の無線通信部１４０
（受信部１１０）は、当該複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作に関する設定及び／又は制御
をＵＥ１００に対して行う制御権限をＭＮ２００Ｍから委譲されたＳＮ２００Ｓから、協
調動作に関する設定及び／又は制御のための無線信号を受信する。
【００７３】
（１．６）システム動作例
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図９は、第１実施形態に係る移動通信システムの動作シナリオを説明するための図であ
る。
【００７４】
図示の例では、ＵＥ１００は、マルチコネクティビティによる無線通信をＭＮ２００Ｍ及
び複数のＳＮ２００Ｓ（ＳＮ２００Ｓ＃１及びＳＮ２００Ｓ＃２）と行っている。各ＳＮ
２００Ｓは、ＭＮ２００Ｍに比べてセルカバレッジが狭い。具体的には、各ＳＮ２００Ｓ
（ＳＣＧ）は、ＭＮ２００Ｍ（ＭＣＧ）に比べて高い周波数で運用されている。例えば、
ＭＮ２００Ｍ（ＭＣＧ）がＳｕｂ－６帯で運用され、各ＳＮ２００Ｓ（ＳＣＧ）がＴＨｚ
帯又はｍｍＷ帯で運用されていてもよい。第１実施形態では、各ＳＮ２００Ｓ（ＳＣＧ）
がＴＨｚ帯で運用されているシナリオを主として想定する。
【００７５】
このように各ＳＮ２００Ｓ（ＳＣＧ）のセルカバレッジが狭いシナリオでは、ＵＥ１００
に複数のＳＣＧを設定することでマルチコネクティビティを行い、ＵＥ１００の移動に
伴ってＳＣＧ間で切り替えを行うことが好ましい。しかしながら、このようなマルチコネ
クティビティでは、ＭＮ２００が複数のＳＮ２００Ｓに関する設定及び／又は制御を行う
必要があり、ＭＮ２００Ｍの負荷が増大する懸念がある。すなわち、マルチコネクティビ
ティでは、ＤＣのようにＭＮ２００Ｍが全ての制御を管理するとＭＮ２００Ｍの負荷上昇
が著しいため、好ましくない。第１実施形態では、ＭＮ２００ＭからＳＮ２００Ｓへの権
限移譲を行うことで、ＭＮ２００Ｍの負荷低減を行う。
【００７６】
図１０は、第１実施形態に係る移動通信システムの動作の概要を示す図である。
【００７７】
ステップＳ１において、ＭＮ２００Ｍは、複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作に関する設定
及び／又は制御をＵＥ１００に対して行う制御権限を、当該複数のＳＮ２００Ｓの少なく
とも１つに委譲する。例えば、ＭＮ２００Ｍは、複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作を要求
するための第１メッセージを複数のＳＮ２００Ｓの少なくとも１つに送信する。
【００７８】
ステップＳ２において、制御権限を委譲されたＳＮ２００Ｓは、ＵＥ１００に対して、複
数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作に関する設定及び／又は制御を行う。ＭＮ２００Ｍから第
１メッセージを受信したＳＮ２００Ｓは、複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作を開始するた
めの第２メッセージを、当該複数のＳＮ２００Ｓに含まれる他のＳＮ２００Ｓに送信して
もよい。
【００７９】
これにより、マルチコネクティビティを行う場合であっても、ＭＮ２００Ｍの負荷が増大
することを抑制できる。
【００８０】
第１実施形態では、複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作は、ＳＮ２００Ｓ間でＵＥ１００の
サービングセルを切り替えるセル切り替え動作である。すなわち、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ
２００Ｓ間でＵＥ１００のモビリティ制御を行うように権限移譲する。
【００８１】
第１実施形態では、上述のＬＴＭによるセル切り替え動作（モビリティ制御）を行うシナ
リオを想定する。具体的には、第１実施形態では、ＵＥ１００に複数のＳＮ２００Ｓのセ
ル（ＴＲＰ）を設定したうえで、ＬＴＭを用いて、ＳＮ２００Ｓ間でＵＥ１００のＰＳＣ
ｅｌｌ変更を行う。このようなシナリオにおいて、各ＳＮ２００Ｓは、どのＳＮ２００Ｓ
と協調運用（ＴＲＰ協調動作）を行えばよいのかが分からない懸念があるが、第１実施形
態では、協調動作を行うべきＳＮ２００Ｓの組み合わせを上述の第１メッセージ及び／又
は第２メッセージにより特定可能である。
【００８２】
図１１は、第１実施形態に係る移動通信システムの動作の一例を示す図である。図１１に
おいて、必須ではないステップを破線で示している。
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【００８３】
ステップＳ１０１において、ＵＥ１００は、デュアルコネクティビティ（ＤＣ）による無
線通信をＭＮ２００Ｍ及びＳＮ２００Ｓ＃１と行っている。
【００８４】
ステップＳ１０２において、ＵＥ１００は、各セルの無線品質の測定結果を含む測定報告
（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージをＭＮ２００Ｍに送信してもよ
い。ＭＮ２００Ｍは、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ＲｅｐｏｒｔメッセージをＵＥ１００か
ら受信してもよい。
【００８５】
ステップＳ１０３において、ＭＮ２００Ｍは、協調して動作させるＳＮ２００Ｓの組み合
わせを決定する。例えば、ＭＮ２００Ｍは、ステップＳ１０２のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　Ｒｅｐｏｒｔメッセージに基づいて、無線品質が所定条件を満たすセルを特定し、特定
したセルが属するＳＮ２００Ｓを決定する。ここでは、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ２００Ｓ＃
１と協調して動作させるＳＮ２００ＳとしてＳＮ２００Ｓ＃２を決定したものとする。Ｍ
Ｎ２００Ｍは、ネットワークオペレータ（ＯＡＭ：Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　Ａｄｍｉｎｉｓ
ｔｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）から設定されたＳＮ２００Ｓの組み合
わせ（又はセルの組み合わせ）に基づいて、ＳＮ２００Ｓ＃１と協調して動作させるＳＮ
２００ＳとしてＳＮ２００Ｓ＃２を決定してもよい。第１実施形態では、ＭＮ２００Ｍ
は、ＬＴＭのソースセルとしてＳＮ２００Ｓ＃１のセルを決定するとともに、ＬＴＭの候
補セル（又はターゲットセル）としてＳＮ２００Ｓ＃２のセルを決定してもよい。
【００８６】
ステップＳ１０４において、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ２００Ｓ＃１に対して、協調動作の要
求メッセージ（第１メッセージ）であるＳ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
メッセージを送信する。図示の例では、ＭＮ２００ＭがＳ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　
ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＳＮ２００Ｓ＃１に送信しているが、ＭＮ２００Ｍは、Ｓ－
ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＳＮ２００Ｓ＃２に送信しても
よいし、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＳＮ２００Ｓ＃１
及びＳＮ２００Ｓ＃２の両方に送信してもよい。第１実施形態では、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａ
ｉｒｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージは、ＬＴＭを用いてＳＮ２００Ｓ間でＵＥ１００
のＰＳＣｅｌｌ変更を行うことを要求する要求メッセージであってもよい。
【００８７】
なお、図示の例では、協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）がノード間インター
フェイス上で送受信される新たなメッセージであるものとしているが、協調動作の要求
メッセージ（第１メッセージ）は、３ＧＰＰ技術仕様で規定された既存のメッセージ（例
えば、Ｓ－ＮＯＤＥ　ＭＯＤＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ）であって
もよい。協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、ＳＮ２００Ｓ間のノード間イ
ンターフェイスの確立を要求する要求メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｘｎ　Ｅｓｔ
ａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ）であってもよい。
【００８８】
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、次の１）乃至５）のうち少なくとも１
つの情報を含む。
【００８９】
１）対象となるＵＥ１００の識別子：
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、例えば、ノード間インターフェイス上
でのＵＥ１００の識別子（Ｘｎ－ＡＰ　ＵＥ　ＩＤ等）を含んでもよい。
【００９０】
２）対象となるＳＮ２００Ｓの識別子：
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、例えば、対象となるＳＮ２００Ｓの
ノードＩＤ、特に、組み合わせ相手となるＳＮ２００ＳのＩＤを含んでもよい。
【００９１】
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３）対象となるセル（例えば、ソースセル又は候補セル）の識別子：
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、例えば、対象となるセルのＮＣＧＩ
（ＮＲ　Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、特に、組み合わせ相手のセ
ルＩＤを含む。
【００９２】
４）対象となる協調動作のタイプを示す情報：
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、例えば、対象となる協調動作のタイプ
（第１実施形態では、ＳＮ２００Ｓ間でのＬＴＭを用いたＰＳＣｅｌｌ変更）を示す情報
を含む。
【００９３】
５）ＵＥ１００の全ＵＥコンテキスト：
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、例えば、既存のＳ－ＮＯＤＥ　ＡＤＤ
ＩＴＩＯＮ　ＲＥＱＵＥＳＴで送信するような部分的なＵＥコンテキストではなく、既存
のＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージで送信するような全ＵＥコンテキストを
含んでもよい。
【００９４】
このように、協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、ＵＥ１００を識別するた
めのＵＥ識別子、協調動作の相手であるＳＮ２００Ｓを識別するためのノード識別子、協
調動作の相手であるＳＮ２００Ｓのセルを識別するためのセル識別子、協調動作のタイプ
を示すタイプ識別子、及びＵＥ１００のＵＥコンテキストのうち、少なくとも１つを含
む。
【００９５】
ステップＳ１０５において、ＭＮ２００Ｍからの要求メッセージを受信したＳＮ２００Ｓ
＃１は、当該要求メッセージで指定されたＳＮ２００Ｓ＃２とのノード間インターフェイ
スを有していない場合、当該ノード間インターフェイスの確立を要求するメッセージ（例
えば、ＸＮ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ）をＳＮ２００Ｓ＃２に送信する。
ＳＮ２００Ｓ＃１は、当該要求メッセージで指定されたＳＮ２００Ｓ＃２とのノード間イ
ンターフェイスが確立されている場合、当該ノード間インターフェイスの確立を要求する
メッセージ（例えば、ＸＮ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ）をＳＮ２００Ｓ＃
２に送信しなくてもよい。
【００９６】
ステップＳ１０６において、ＳＮ２００Ｓ＃２は、ステップＳ１０５でＳＮ２００Ｓ＃１
からメッセージを受信した場合、当該メッセージに対する応答メッセージ（例えば、ＸＮ
　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージ）をＳＮ２００Ｓ＃１に送信する。その結
果、ＳＮ２００Ｓ＃１とＳＮ２００Ｓ＃２との間にノード間インターフェイスが確立され
る。
【００９７】
ステップＳ１０７において、ＭＮ２００Ｍからの要求メッセージを受信したＳＮ２００Ｓ
＃１は、当該要求メッセージで指定されたＳＮ２００Ｓ＃２に対して、指定された協調動
作を開始するための要求メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ
　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ）を送信する。当該要求メッセージは、ステップＳ１０４の
メッセージと同様に、上述の１）乃至５）のうち少なくとも１つの情報を含む。
【００９８】
ステップＳ１０８において、ステップＳ１０７でＳＮ２００Ｓ＃１からの要求を受信した
ＳＮ２００Ｓ＃２は、当該要求の受け入れ及び各種設定を行った後、ＳＮ２００Ｓ＃１へ
応答メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
メッセージ）を送信する。当該応答メッセージは、ＳＮ２００Ｓ＃２に関するＲＲＣ設定
を含んでもよい。当該ＲＲＣ設定は、次のａ）及びｂ）のうち少なくとも１つを含む。
【００９９】
ａ）ＳＮ２００Ｓ＃２が管理するセル（候補セル）に関する設定情報：
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当該設定情報は、当該セルの設定情報、例えば、セルＩＤ、物理レイヤ設定等を含んでも
よいし、当該セルが管理するＴＲＰの設定情報を含んでもよい。
【０１００】
ｂ）Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔの設定。
【０１０１】
ステップＳ１０９において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ステップＳ１０４の要求メッセージに
対する応答メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッ
セージ）をＭＮ２００Ｍに送信する。当該応答メッセージは、ＳＮ２００Ｓ＃２のＲＲＣ
設定（ステップＳ１０８で取得したもの。Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ
の設定を含んでもよい）、及び／又はＳＮ２００Ｓ＃１のＲＲＣ設定を含んでもよい。
【０１０２】
ステップＳ１１０において、ＭＮ２００Ｍは、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージをＵＥ１００に送信してもよい。或いは、ＭＮ２００Ｍの代わりにＳＮ２００
Ｓ＃１がＲＲＣ　ＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージをＵＥ１００に送信しても
よい。ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ＳＮ２００Ｓ＃１に関す
る設定情報（例えば、ＲＲＣ設定）及び／又はＳＮ２００Ｓ＃２に関する設定情報（例え
ば、ＲＲＣ設定及び／又はＬ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔの設定）を含ん
でもよい。第１実施形態では、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、
ＳＮ２００Ｓ＃２のセルを候補セルとしたＬＴＭ候補セル設定（ＬＴＭ　Ｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を含んでもよい。
【０１０３】
ステップＳ１１１において、ＵＥ１００は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージ中の設定情報を保存し、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐ
ｌｅｔｅメッセージをＭＮ２００Ｍ（又はＳＮ２００Ｓ＃１）に送信してもよい。
【０１０４】
ステップＳ１１２において、ＵＥ１００にＳＮ２００Ｓ＃１及びＳＮ２００Ｓ＃２が設定
されることにより、マルチコネクティビティ状態になる。ここで、ＳＮ２００Ｓ＃１及び
ＳＮ２００Ｓ＃２は、互いに協調してＵＥ１００の制御を行う。
【０１０５】
ステップＳ１１３において、ＵＥ１００は、Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒ
ｔをＳＮ２００Ｓ＃１に送信してもよい。ＳＮ２００Ｓ＃１は、Ｌ１　Ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔに基づいて、ＳＮ２００Ｓ＃２のセルへのセル切り替えを決定して
もよい。
【０１０６】
ステップＳ１１４において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ＳＮ２００Ｓ＃２のセルを示す情報を
含むＣｅｌｌ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ＭＡＣ　ＣＥ）をＵＥ１００に送信す
る。
【０１０７】
ステップＳ１１５において、ＵＥ１００は、Ｃｅｌｌ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｃｏｍｍａｎｄ
（ＭＡＣ　ＣＥ）に応じて、ＳＮ２００Ｓ＃２のセル（ターゲットセル）の設定を適用
し、ＳＮ２００Ｓ＃１のセル（ソースセル）からデタッチする。
【０１０８】
ステップＳ１１６において、ＵＥ１００は、ＳＮ２００Ｓ＃２のセル（ターゲットセル）
にアクセスする。
【０１０９】
ステップＳ１１７において、ＳＮ２００Ｓ＃２は、ＵＥ１００のアクセスを検出（接続完
了）した場合、ＵＥアクセス完了をＳＮ２００Ｓ＃１に通知してもよい。当該通知は、Ｕ
Ｅ１００のＵＥコンテキストを含んでもよい。当該通知は、最新のＲＲＣ設定（ＲＲＣ　
Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎの内容）を含んでもよい。
【０１１０】
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ステップＳ１１８において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ＵＥ１００のＰＳＣｅｌｌ（ＰＣｅｌ
ｌ）変更が完了したことをＭＮ２００Ｍに通知してもよい。当該通知は、ＵＥ１００のＵ
Ｅコンテキストを含んでもよい。当該通知は、最新のＲＲＣ設定（ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎの内容）を含んでもよい。当該通知は、ＳＮ２００Ｓ＃２のノードＩ
Ｄ等の情報を含んでもよい。
【０１１１】
（１．７）第１実施形態の変更例
上述の第１実施形態では、協調して動作させるＳＮ２００Ｓの組み合わせをＭＮ２００Ｍ
が決定（指定）する一例について説明したが、協調して動作させるＳＮ２００Ｓの組み合
わせをＳＮ２００Ｓが決定してもよい。
【０１１２】
図１２は、第１実施形態に係る移動通信システムの動作の変更例を示す図である。図１２
において、必須ではないステップを破線で示している。
【０１１３】
本変更例では、ステップＳ１２０において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、協調して動作させるＳ
Ｎ２００Ｓの組み合わせを決定する。ＳＮ２００Ｓ＃１は、ネットワークオペレータ（Ｏ
ＡＭ）から設定されたＳＮ２００Ｓの組み合わせ（又はセルの組み合わせ）に基づいて、
ＳＮ２００Ｓ＃１と協調して動作させるＳＮ２００ＳとしてＳＮ２００Ｓ＃２を決定して
もよい。
【０１１４】
ステップＳ１２１において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ＳＮ２００Ｓ＃２との協調動作を要求
することを示すメッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄ
メッセージ）をＭＮ２００Ｍに送信する。当該メッセージは、上述の１）乃至５）のうち
少なくとも１つの情報を含む。
【０１１５】
そして、ステップＳ１０４において、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ２００Ｓ＃１に対して、協調
動作の要求メッセージ（第１メッセージ）であるＳ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔメッセージを送信する。当該メッセージについては、上述の実施形態と同様であ
る。或いは、ステップＳ１０４において、ＭＮ２００Ｍは、ステップＳ１２１の要求を許
可する旨の応答メッセージをＳＮ２００Ｓ＃１に送信してもよい。その後の動作について
は、上述の実施形態と同様である。
【０１１６】
（２）第２実施形態
図１３及び図１４を参照して、第２実施形態について、上述の第１実施形態との相違点を
主として説明する。
【０１１７】
上述の第１実施形態では、複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作が、ＳＮ２００Ｓ間でＵＥ１
００のサービングセルを切り替えるセル切り替え動作である一例について説明した。これ
に対し、第２実施形態では、複数のＳＮ２００Ｓ間の協調動作は、あるＳＮ２００Ｓ（第
１セカンダリノード）が、ＭＮ２００Ｍに代わって、他のＳＮ２００Ｓ（第２セカンダリ
ノード）とＵＥ１００との間の通信の設定及び／又は制御をＵＥ１００に対して行う動作
である。すなわち、第２実施形態では、ＳＮ２００Ｓは、他のＳＮ２００Ｓに関する設定
及び／又は制御を行うためにＭＮ２００Ｍの代理ノード（「代理ＭＮ」とも称する）とし
て機能する。これにより、マルチコネクティビティを行う場合であっても、ＭＮ２００Ｍ
の負荷が増大することを抑制できる。
【０１１８】
図１３は、第２実施形態に係る移動通信システムの動作シナリオを説明するための図であ
る。
【０１１９】
図示の例では、ＵＥ１００は、マルチコネクティビティによる無線通信をＭＮ２００Ｍ及
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び複数のＳＮ２００Ｓ（ＳＮ２００Ｓ＃１乃至ＳＮ２００Ｓ＃３）と行っている。
【０１２０】
ＳＮ２００Ｓ＃１は、ＭＮ２００Ｍに比べてセルカバレッジが狭い。具体的には、ＳＮ２
００Ｓ＃１は、ＭＮ２００Ｍに比べて高い周波数で運用されている。例えば、ＭＮ２００
ＭがＳｕｂ－６帯で運用され、ＳＮ２００Ｓ＃１がｍｍＷ帯で運用されていてもよい。
【０１２１】
ＳＮ２００Ｓ＃２及びＳＮ２００Ｓ＃３のそれぞれは、ＳＮ２００Ｓ＃１に比べてセルカ
バレッジが狭い。具体的には、ＳＮ２００Ｓ＃２及びＳＮ２００Ｓ＃３のそれぞれは、Ｓ
Ｎ２００Ｓ＃１に比べて高い周波数で運用されている。例えば、ＳＮ２００Ｓ＃１がｍｍ
Ｗ帯で運用され、ＳＮ２００Ｓ＃２及びＳＮ２００Ｓ＃３のそれぞれがＴＨｚ帯で運用さ
れていてもよい。
【０１２２】
このようなシナリオにおいて、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ２００Ｓ＃２及びＳＮ２００Ｓ＃３
に関する制御をＳＮ２００Ｓ＃１に行わせる（すなわち、制御権限を委譲する）。制御権
限を委譲されたＳＮ２００Ｓ＃１は、ＵＥ１００とＳＮ２００Ｓ＃２及びＳＮ２００Ｓ＃
３との間の通信の設定及び／又は制御を、ＭＮ２００Ｍに代わってＵＥ１００に対して行
う。
【０１２３】
図１４は、第２実施形態に係る移動通信システムの動作の一例を示す図である。図１４に
おいて、必須ではないステップを破線で示している。
【０１２４】
ステップＳ２０１において、ＵＥ１００は、デュアルコネクティビティ（ＤＣ）による無
線通信をＭＮ２００Ｍ及びＳＮ２００Ｓ＃１と行っている。
【０１２５】
ステップＳ２０２において、ＵＥ１００は、各セルの無線品質の測定結果を含む測定報告
（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージをＭＮ２００Ｍに送信してもよ
い。ＭＮ２００Ｍは、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ＲｅｐｏｒｔメッセージをＵＥ１００か
ら受信してもよい。
【０１２６】
ステップＳ２０３において、ＭＮ２００Ｍは、協調して動作させるＳＮ２００Ｓの組み合
わせを決定する。例えば、ＭＮ２００Ｍは、ステップＳ２０２のＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　Ｒｅｐｏｒｔメッセージに基づいて、無線品質が所定条件を満たすセルを特定し、特定
したセルが属するＳＮ２００Ｓを決定する。ここでは、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ２００Ｓ＃
１と協調して動作させるＳＮ２００ＳとしてＳＮ２００Ｓ＃２を決定したものとする。Ｍ
Ｎ２００Ｍは、ネットワークオペレータ（ＯＡＭ）から設定されたＳＮ２００Ｓの組み合
わせ（又はセルの組み合わせ）に基づいて、ＳＮ２００Ｓ＃１と協調して動作させるＳＮ
２００ＳとしてＳＮ２００Ｓ＃２を決定してもよい。第２実施形態では、ＭＮ２００Ｍ
は、ＳＮ２００Ｓ＃２に関する制御を行うＳＮ２００Ｓ（代理ＭＮ）としてＳＮ２００Ｓ
＃１を決定してもよい。
【０１２７】
ステップＳ２０４において、ＭＮ２００Ｍは、ＳＮ２００Ｓ＃１に対して、協調動作の要
求メッセージ（第１メッセージ）であるＳ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
メッセージを送信する。図示の例では、ＭＮ２００ＭがＳ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　
ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＳＮ２００Ｓ＃１に送信しているが、ＭＮ２００Ｍは、Ｓ－
ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＳＮ２００Ｓ＃２に送信しても
よいし、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　ＲｅｑｕｅｓｔメッセージをＳＮ２００Ｓ＃１
及びＳＮ２００Ｓ＃２の両方に送信してもよい。第２実施形態では、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａ
ｉｒｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージは、代理ＭＮとしてＳＮ制御を行う動作要求、具
体的には、ＳＮ２００Ｓ＃２に関する制御を行うＳＮ２００Ｓ（代理ＭＮ）としてＳＮ２
００Ｓ＃１を指定することを示すメッセージであってもよい。
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【０１２８】
なお、図示の例では、協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）がノード間インター
フェイス上で送受信される新たなメッセージであるものとしているが、協調動作の要求
メッセージ（第１メッセージ）は、３ＧＰＰ技術仕様で規定された既存のメッセージ（例
えば、Ｓ－ＮＯＤＥ　ＭＯＤＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ）であって
もよい。協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、ＳＮ２００Ｓ間のノード間イ
ンターフェイスの確立を要求する要求メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｘｎ　Ｅｓｔ
ａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ）であってもよい。
【０１２９】
協調動作の要求メッセージ（第１メッセージ）は、上述の１）乃至５）のうち少なくとも
１つの情報を含む。第２実施形態では、４）対象となる協調動作のタイプを示す情報は、
「代理ＭＮ」を示す情報であってもよい。
【０１３０】
ステップＳ２０５において、ＭＮ２００Ｍからの要求メッセージを受信したＳＮ２００Ｓ
＃１は、当該要求メッセージで指定されたＳＮ２００Ｓ＃２とのノード間インターフェイ
スを有していない場合、当該ノード間インターフェイスの確立を要求するメッセージ（例
えば、ＸＮ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ）をＳＮ２００Ｓ＃２に送信する。
ＳＮ２００Ｓ＃１は、当該要求メッセージで指定されたＳＮ２００Ｓ＃２とのノード間イ
ンターフェイスが確立されている場合、当該ノード間インターフェイスの確立を要求する
メッセージ（例えば、ＸＮ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ）をＳＮ２００Ｓ＃
２に送信しなくてもよい。
【０１３１】
ステップＳ２０６において、ＳＮ２００Ｓ＃２は、ステップＳ２０５でＳＮ２００Ｓ＃１
からメッセージを受信した場合、当該メッセージに対する応答メッセージ（例えば、ＸＮ
　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージ）をＳＮ２００Ｓ＃１に送信する。その結
果、ＳＮ２００Ｓ＃１とＳＮ２００Ｓ＃２との間にノード間インターフェイスが確立され
る。
【０１３２】
ステップＳ２０７において、ＭＮ２００Ｍからの要求メッセージを受信したＳＮ２００Ｓ
＃１は、当該要求メッセージで指定されたＳＮ２００Ｓ＃２に対して、指定された協調動
作を開始するための要求メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ
　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ）を送信する。当該要求メッセージは、ステップＳ２０４の
メッセージと同様に、上述の１）乃至５）のうち少なくとも１つの情報を含む。
【０１３３】
ステップＳ２０８において、ステップＳ２０７でＳＮ２００Ｓ＃１からの要求を受信した
ＳＮ２００Ｓ＃２は、当該要求の受け入れ及び各種設定を行った後、ＳＮ２００Ｓ＃１へ
応答メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
メッセージ）を送信する。当該応答メッセージは、ＳＮ２００Ｓ＃２に関するＲＲＣ設定
を含んでもよい。当該ＲＲＣ設定は、ＳＮ２００Ｓ＃２が管理するセル（候補セル）に関
する設定情報を含んでもよい。当該設定情報は、当該セルの設定情報、例えば、セルＩ
Ｄ、物理レイヤ設定等を含んでもよい。
【０１３４】
ステップＳ２０９において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ステップＳ２０４の要求メッセージに
対する応答メッセージ（例えば、Ｓ－ｎｏｄｅ　Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッ
セージ）をＭＮ２００Ｍに送信する。当該応答メッセージは、ＳＮ２００Ｓ＃２のＲＲＣ
設定（ステップＳ２０８で取得したもの）、及び／又はＳＮ２００Ｓ＃１のＲＲＣ設定を
含んでもよい。
【０１３５】
ステップＳ２１０において、ＭＮ２００Ｍは、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージをＵＥ１００に送信してもよい。或いは、ＭＮ２００Ｍの代わりにＳＮ２００
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Ｓ＃１がＲＲＣ　ＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージをＵＥ１００に送信しても
よい。ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ＳＮ２００Ｓ＃１に関す
る設定情報（例えば、ＲＲＣ設定）及び／又はＳＮ２００Ｓ＃２に関する設定情報（例え
ば、ＲＲＣ設定）を含んでもよい。
【０１３６】
ステップＳ２１１において、ＵＥ１００は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
メッセージ中の設定情報を保存し、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐ
ｌｅｔｅメッセージをＭＮ２００Ｍ（又はＳＮ２００Ｓ＃１）に送信してもよい。
【０１３７】
ステップＳ２１２において、ＵＥ１００にＳＮ２００Ｓ＃１及びＳＮ２００Ｓ＃２が設定
されることにより、マルチコネクティビティ状態になる。ここで、ＳＮ２００Ｓ＃１及び
ＳＮ２００Ｓ＃２は、互いに協調してＵＥ１００の制御を行う。
【０１３８】
ステップＳ２１３において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ＳＮ２００Ｓ＃２とのデュアルコネク
ティビティ（ＤＣ）を行う。ＭＮ２００ＭとＳＮ２００Ｓ＃１とのＤＣが設定されていた
場合、当該ＤＣ設定を引き継ぐ形で、ＳＮ２００Ｓ＃１とＳＮ２００Ｓ＃２とのＤＣ設定
が行われてもよい。或いは、ＭＮ２００ＭとＳＮ２００Ｓ＃１とのＤＣが無い場合、又
は、ＭＮ２００ＭとＳＮ２００Ｓ＃１とのＤＣ設定が破棄された場合、ＳＮ２００Ｓ＃１
とＳＮ２００Ｓ＃２とのＤＣ設定が新たな設定として行われてもよい。
【０１３９】
ステップＳ２１４乃至Ｓ２１６において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、代理ＭＮとして動作し、
ＳＮ２００Ｓ＃２に関する制御を行う。例えば、ＳＮ２００Ｓ＃１は、ＳＮ２００Ｓ＃２
からＳＮ２００Ｓ＃３へのＵＥ１００のＰＳＣｅｌｌ変更を主導して実施してもよい。
【０１４０】
ステップＳ２１７において、ＳＮ２００Ｓ＃１は、自身が保持しているＵＥコンテキスト
及び／又はＲＲＣ設定が更新された場合、当該ＵＥコンテキスト及び／又はＲＲＣ設定を
ＭＮ２００Ｍへ送信してもよい。また、ＭＮ２００Ｍ側でＵＥ１００の設定を変更し、Ｍ
Ｎ２００Ｍが保持しているＵＥコンテキスト及び／又はＲＲＣ設定の変更があった場合、
ＭＮ２００Ｍは、当該ＵＥコンテキスト及び／又はＲＲＣ設定をＳＮ２００Ｓ＃１に送信
してもよい。これにより、ＭＮ２００ＭとＳＮ２００Ｓ＃１（代理ＭＮ）が同じＵＥコン
テキスト及び／又はＲＲＣ設定を保持するように同期処理を行う。
【０１４１】
なお、第２実施形態において、代理ＭＮとして動作するＳＮ２００Ｓ＃１は、第１実施形
態に係るＳＮ２００Ｓ間でのＬＴＭを用いたＰＳＣｅｌｌ変更を要求するための要求メッ
セージを、制御対象のＳＮ２００Ｓ（例えば、ＳＮ２００Ｓ＃２）に送信してもよい。
【０１４２】
また、第２実施形態においても、第１実施形態の変更例と同様な動作を適用してもよい。
【０１４３】
（３）他の実施形態
上述の実施形態における動作フローは、必ずしもフロー図に記載された順序に沿って時系
列に実行されなくてもよい。例えば、動作におけるステップは、フロー図として記載した
順序と異なる順序で実行されても、並列的に実行されてもよい。また、動作におけるス
テップの一部が削除されてもよく、さらなるステップが処理に追加されてもよい。
【０１４４】
上述の実施形態に係る動作をコンピュータ（ＵＥ１００、ノード２００）に実行させるプ
ログラムが提供されてもよい。プログラムは、コンピュータ読取り可能媒体に記録されて
いてもよい。コンピュータ読取り可能媒体を用いれば、コンピュータにプログラムをイン
ストールすることが可能である。ここで、プログラムが記録されたコンピュータ読取り可
能媒体は、非一過性の記録媒体であってもよい。非一過性の記録媒体は、特に限定される
ものではないが、例えば、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等の記録媒体であってもよい。
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【０１４５】
本開示で使用する「に基づいて（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）」、「に応じて（ｄｅｐｅｎｄｉｎ
ｇ　ｏｎ／ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ）」という記載は、別段に明記されていない限
り、「のみに基づいて」、「のみに応じて」を意味しない。「に基づいて」という記載
は、「のみに基づいて」及び「に少なくとも部分的に基づいて」の両方を意味する。同様
に、「に応じて」という記載は、「のみに応じて」及び「に少なくとも部分的に応じて」
の両方を意味する。また、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓ
ｅ）」、及びそれらの変形の用語は、列挙する項目のみを含むことを意味せず、列挙する
項目のみを含んでもよいし、列挙する項目に加えてさらなる項目を含んでもよいことを意
味する。また、本開示において使用されている用語「又は（ｏｒ）」は、排他的論理和で
はないことが意図される。さらに、本開示で使用した「第１」、「第２」等の呼称を使用
した要素へのいかなる参照も、それらの要素の量又は順序を全般的に限定するものではな
い。これらの呼称は、２つ以上の要素間を区別する便利な方法として本明細書で使用され
得る。したがって、第１及び第２の要素への参照は、２つの要素のみがそこで採用され得
ること、又は何らかの形で第１の要素が第２の要素に先行しなければならないことを意味
しない。本開示において、例えば、英語でのａ，ａｎ，及びｔｈｅのように、翻訳により
冠詞が追加された場合、これらの冠詞は、文脈から明らかにそうではないことが示されて
いなければ、複数のものを含むものとする。
【０１４６】
以上、図面を参照して実施形態について詳しく説明したが、具体的な構成は上述のものに
限られることはなく、要旨を逸脱しない範囲内において様々な設計変更等をすることが可
能である。
【０１４７】
（４）付記
上述の実施形態に関する特徴について付記する。
【０１４８】
（付記１）
移動通信システムにおいてユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無
線通信を行うための通信方法であって、
前記マスタノードが、前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は
制御を前記ユーザ装置に対して行う制御権限を、前記複数のセカンダリノードの少なくと
も１つに委譲する処理を行うステップと、
前記制御権限を委譲されたセカンダリノードが、前記ユーザ装置に対して、前記協調動作
に関する設定及び／又は制御を行うステップと、を有する
通信方法。
【０１４９】
（付記２）
前記委譲する処理を行うステップは、前記協調動作を要求するための第１メッセージを前
記マスタノードから前記複数のセカンダリノードの少なくとも１つに送信するステップを
含む
付記１に記載の通信方法。
【０１５０】
（付記３）
前記第１メッセージは、前記ユーザ装置を識別するためのユーザ装置識別子、前記協調動
作の相手であるセカンダリノードを識別するためのノード識別子、前記協調動作の相手で
あるセカンダリノードのセルを識別するためのセル識別子、前記協調動作のタイプを示す
タイプ識別子、及び前記ユーザ装置のユーザ装置コンテキストのうち、少なくとも１つを
含む
付記２に記載の通信方法。
【０１５１】
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（付記４）
前記第１メッセージを受信した第１セカンダリノードが、前記協調動作を開始するための
第２メッセージを第２セカンダリノードに送信するステップを含む
付記２又は３に記載の通信方法。
【０１５２】
（付記５）
前記複数のセカンダリノードは、前記制御権限を委譲された第１セカンダリノードと、第
２セカンダリノードとを含み、
前記協調動作は、前記第１セカンダリノードのセルから前記第２セカンダリノードのセル
に対して前記ユーザ装置のサービングセルを切り替えるセル切り替え動作を含む
付記１乃至４のいずれかに記載の通信方法。
【０１５３】
（付記６）
前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行うステップは、前記第１セカンダリノード
が、レイヤ１及び／又はレイヤ２のシグナリングを用いて、前記セル切り替え動作の設定
及び／又は制御を前記ユーザ装置に対して行うステップを含む
付記５に記載の通信方法。
【０１５４】
（付記７）
前記複数のセカンダリノードは、前記制御権限を委譲された第１セカンダリノードと、第
２セカンダリノードとを含み、
前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行うステップは、前記ユーザ装置と前記第２
セカンダリノードとの間の通信の設定及び／又は制御を、前記マスタノードに代わって前
記第１セカンダリノードが前記ユーザ装置に対して行うステップを含む
付記１乃至６のいずれかに記載の通信方法。
【０１５５】
（付記８）
ユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信を行う移動通信シス
テムにおいて前記マスタノードとして動作するノードであって、
前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置
に対して行う制御権限を、前記複数のセカンダリノードの少なくとも１つに委譲する処理
を行う制御部を備える
ノード。
【０１５６】
（付記９）
ユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信を行う移動通信シス
テムにおいてセカンダリノードとして動作するノードであって、
前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置
に対して行う制御権限を前記マスタノードから委譲された場合、前記ユーザ装置に対し
て、前記協調動作に関する設定及び／又は制御を行う制御部を備える
ノード。
【０１５７】
（付記１０）
マスタノード及び複数のセカンダリノードとの無線通信を行うユーザ装置であって、
前記複数のセカンダリノード間の協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置
に対して行う制御権限を前記マスタノードから委譲されたセカンダリノードから、前記協
調動作に関する設定及び／又は制御のための信号を受信する無線通信部を備える
ユーザ装置。
【符号の説明】
【０１５８】
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１　　　　：ＮＷ
１０　　　：ＲＡＮ
２０　　　：ＣＮ
１００　　：ＵＥ
１１０　　：受信部
１２０　　：送信部
１３０　　：制御部
１４０　　：無線通信部
２００　　：ノード
２００Ｍ　：ＭＮ
２００Ｓ　：ＳＮ
２１０　　：送信部
２２０　　：受信部
２３０　　：制御部
２４０　　：ＮＷ通信部
２５０　　：無線通信部
３００　　：ＣＮ装置
【要約】
移動通信システムにおいてユーザ装置がマスタノード及び複数のセカンダリノードとの無
線通信を行うための通信方法は、前記マスタノードが、前記複数のセカンダリノード間の
協調動作に関する設定及び／又は制御を前記ユーザ装置に対して行う制御権限を、前記複
数のセカンダリノードの少なくとも１つに委譲する処理を行うステップと、前記制御権限
を委譲されたセカンダリノードが、前記ユーザ装置に対して、前記協調動作に関する設定
及び／又は制御を行うステップと、を有する。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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